
　

4
月
24
日
（
日
）
四
賀
支
所

に
て
。
大
結
ぶ
市
と
し
て
2
年

目
の
春
は
今
ま
で
と
雰
囲
気
が

変
わ
っ
て
き
た
の
を
感
じ
ま
す
。

ま
ず
来
場
者
の
多
さ
。
四
賀
で

こ
れ
だ
け
人
が
集
ま
る
の
は
久

し
ぶ
り
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
「
何
が
あ
る
ん
だ
ろ

う
？
」
か
ら
「
い
つ
も
の
お
気

に
入
り
を
求
め
て
」
と
来
場
者

の
目
当
て
も
変
わ
っ
て
き
て
い

る
そ
う
で
す
。
す
っ
か
り
地
域

の
新
た
な
賑
わ
い
の
場
と
し
て

定
着
し
て
き
ま
し
た
。

木のコブを活かした彫像等、自然
素材を使った小物が展示され見学
者の目を楽しませました。

髙旗覚男さん作品展（支所にて）

春
の
大
結
ぶ
市

ペタンク教室
4月23日（土）福寿草倶楽部春の交流会の一環とし
てペタンク教室が四賀屋内ゲートボール場で開催さ
れ、16名が参加し、競技を楽しみました。

５月２日（月）四賀小学校の遠足
がありました。
コミュニティースクール事業で
地区の方に案内や安全確保を
していただきました。
1・2年生：五常方面
3・4年生：錦部の刈谷原宿など
5・6年生：四賀バスめぐり

お昼は長峰山まで足を延ばし
ました（5・6年生）

遠　　足

　

４
月

　

４
月
2020
日
（
水
）。
清
々
し
い

日
（
水
）。
清
々
し
い

春
の
日
差
し
と
散
り
始
め
た
桜
吹

春
の
日
差
し
と
散
り
始
め
た
桜
吹

雪
の
中
で
、
参
加
者

雪
の
中
で
、
参
加
者
1515
名
で
錦
部

名
で
錦
部

地
区
の
殿
野
入
を
歩
き
ま
し
た
。

地
区
の
殿
野
入
を
歩
き
ま
し
た
。

最
初
に
訪
れ
た
春
日
社
は
市
の
文

最
初
に
訪
れ
た
春
日
社
は
市
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
杉
の
大
木
に

化
財
に
指
定
さ
れ
た
杉
の
大
木
に

覆
わ
れ
た
本
殿
や
境
内
社
が
あ
り
、

覆
わ
れ
た
本
殿
や
境
内
社
が
あ
り
、

天
児
屋
根
命
（
あ
め
の
こ
や
ね
の

天
児
屋
根
命
（
あ
め
の
こ
や
ね
の

み
こ
と
）
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

み
こ
と
）
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

田
ん
ぼ
道
を
散
策
し
保
福
寺
町
に

田
ん
ぼ
道
を
散
策
し
保
福
寺
町
に

あ
る
常
光
寺
を
訪
れ
ま
し
た
。
今

あ
る
常
光
寺
を
訪
れ
ま
し
た
。
今

回
は
特
別
に
開
け
て
い
た
だ
き
、

回
は
特
別
に
開
け
て
い
た
だ
き
、

市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

市
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
本
尊
の
「
木
造
大
日
如
来
坐

い
る
本
尊
の
「
木
造
大
日
如
来
坐

像
」「
木
造
毘
沙

像
」「
木
造
毘
沙

門
天
立
像
」「
釈

門
天
立
像
」「
釈

迦
涅
槃
図
」
を

迦
涅
槃
図
」
を

拝
観
し
、
歴
史

拝
観
し
、
歴
史

等
を
解
説
し
て

等
を
解
説
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

も
ら
い
ま
し
た
。

　

新
芽
と
桜
が
ま
ぶ
し
く
映
え
る

　

新
芽
と
桜
が
ま
ぶ
し
く
映
え
る

中
を
歩
く
の
は
う
れ
し
い
も
の
で

中
を
歩
く
の
は
う
れ
し
い
も
の
で

す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ャ
ッ
ス
ル
の

す
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ャ
ッ
ス
ル
の

庭
の
新
緑
を
楽
し
み
山
側
の
道
を

庭
の
新
緑
を
楽
し
み
山
側
の
道
を

帰
り
ま
し
た
。

帰
り
ま
し
た
。

　

地
区
の
歴

　

地
区
の
歴

史
や
文
化
財

史
や
文
化
財

を
巡
り
な
が

を
巡
り
な
が

ら
こ
れ
か
ら

ら
こ
れ
か
ら

も
散
策
を
続

も
散
策
を
続

け
ま
す
。
皆

け
ま
す
。
皆

様
も
ご
参
加

様
も
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

四
賀
探
訪
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

四
賀
探
訪
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

殿
野
入
地
区
　
　
　

殿
野
入
地
区
　
　
　

　

天
下
に
名
高
い
高
遠
の
桜
。
花

　

天
下
に
名
高
い
高
遠
の
桜
。
花

び
ら
も
散
っ
た
新
緑
の
頃
を
見
計

び
ら
も
散
っ
た
新
緑
の
頃
を
見
計

ら
い
４
月

ら
い
４
月
2626
日
（
火
）
に

日
（
火
）
に
1919
名
が
名
が

参
加
し
て
高
遠
城
址
と
歴
史
博

参
加
し
て
高
遠
城
址
と
歴
史
博

物
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
街
は
ず

物
館
を
見
学
し
ま
し
た
。
街
は
ず

れ
か
ら
歩
き
始
め
ま
し
た
が
、
桜

れ
か
ら
歩
き
始
め
ま
し
た
が
、
桜

見
物
の
観
光
客
が
去
っ
た
商
店
街

見
物
の
観
光
客
が
去
っ
た
商
店
街

は
ど
こ
か
寂
し
気
。
城
址
公
園
に

は
ど
こ
か
寂
し
気
。
城
址
公
園
に

登
っ
て
い
く
と
八
重
桜
が
満
開
に

登
っ
て
い
く
と
八
重
桜
が
満
開
に

咲
く
一
帯
も
あ
り
。
コ
ヒ
ガ
ン
ザ

咲
く
一
帯
も
あ
り
。
コ
ヒ
ガ
ン
ザ

ク
ラ
の
満
開
を
思
い
描
き
散
策
す

ク
ラ
の
満
開
を
思
い
描
き
散
策
す

る
の
も
一
興
か
。
城
跡
を
抜
け
高

る
の
も
一
興
か
。
城
跡
を
抜
け
高

遠
町
歴
史
博
物
館
の
見
学
に
向
か

遠
町
歴
史
博
物
館
の
見
学
に
向
か

い
ま
し
た
。
諏
訪
と
伊
那
を
結
ぶ

い
ま
し
た
。
諏
訪
と
伊
那
を
結
ぶ

要
衝
に
あ
り
、
戦
国
時
代
に
は
武

要
衝
に
あ
り
、
戦
国
時
代
に
は
武

田
氏
と
織
田
氏
の
攻
防
の
地
と
も

田
氏
と
織
田
氏
の
攻
防
の
地
と
も

な
っ
た
歴
史
や
、
高
遠
藩
ゆ
か
り

な
っ
た
歴
史
や
、
高
遠
藩
ゆ
か
り

の
品
々
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

の
品
々
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

長
谷
の
道
の
駅
で
昼
食
を
と
り

　

長
谷
の
道
の
駅
で
昼
食
を
と
り

降
り
出
し
た
雨
の
中
、
杖
突
街
道

降
り
出
し
た
雨
の
中
、
杖
突
街
道

を
諏
訪
へ
向
か
い
ま
す
。
新
緑
や

を
諏
訪
へ
向
か
い
ま
す
。
新
緑
や

山
桜
な
ど
春
の
風
情
が
あ
ふ
れ
た

山
桜
な
ど
春
の
風
情
が
あ
ふ
れ
た

道
沿
い
の
景
色
が
楽
し
め
ま
し
た
。

道
沿
い
の
景
色
が
楽
し
め
ま
し
た
。

諏
訪
大
社
上
社
に
詣
で
て
帰
路
に

諏
訪
大
社
上
社
に
詣
で
て
帰
路
に

つ
き
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
た
。

高
遠
城
址
公
園
　
　

高
遠
城
址
公
園
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　
　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
　
　
　

御意見・御希望・お問い合わせは四賀公民館まで…　TEL　64－3112

四賀の世帯数・人口

世帯数　　　1,957世帯　
人　口　　　4,955　人
　男　　　　2,407　人　
　女　　　　2,548　人

340 1,899
4,139
1,997
2,142

（令和4年5月1日現在）
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湧 き 水

▼
２
月
に
明
科
地
区

に
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
が
開
店
し
ま
し
た
。

近
隣
住
民
と
し
て
は

待
ち
に
待
っ
た
オ
ー

プ
ン
で
す
。
今
ま
で

買
物
を
し
て
い
た
ス
ー

パ
ー
が
閉
店
し
と
て

も
困
っ
て
い
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
当
初
は
セ
ル
フ
レ
ジ
の

使
い
方
が
分
か
ら
ず
店
員
さ
ん
に

聞
き
な
が
ら
操
作
を
し
て
い
る
人

を
多
く
見
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
も

う
使
い
慣
れ
た
で
し
ょ
う
か
？
私

は
通
い
慣
れ
、
商
品
の
配
置
等
も

覚
え
ス
ム
ー
ズ
に
買
物
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
国
道
19
号
の
拡
張
工
事
に
伴
い

解
体
さ
れ
た
あ
や
め
シ
テ
ィ
ー
は
、

平
成
２
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

当
時
学
生
だ
っ
た
私
は
学
校
の
帰

り
に
よ
く
寄
り
道
し
た
も
の
で
す
。

開
店
時
に
は
多
く
の
人
で
賑
わ
っ

た
様
子
を
思
い
出
し
ま
す
。
近
く

に
私
が
子
供
の
頃
か
ら
通
っ
て
い

た
理
髪
店
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
ち

ら
も
工
事
の
た
め
閉
店
し
た
の
で

す
が
、
少
し
寂
し
く
時
の
流
れ
を

感
じ
ま
し
た
。

▼
穂
高
と
豊
科
で
は
複
数
の
お
店

が
入
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク
が

建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
く
を
通

る
た
び
に
建
物
が
出
来
て
い
く
様

子
が
分
か
り
ま
す
。
共
に
夏
頃

オ
ー
プ
ン
の
よ
う
で
開
店
し
た
ら

訪
れ
て
み
た
い
で
す
。

　
高
橋
千
代
美
　
西
澤
早
代
子

◆
図
書
視
聴
覚
委
員
会

◎
児
玉
り
え
　
○
草
間
　
紳

　
中
澤
恵
利
子
　
山
田
光
子

　
本
木
智
恵
子
　
降
籏
匡
子

　
草
間
和
利

◆
文
化
委
員
会

◎
佐
々
木
清
夫
○
齋
藤
一
徳

　
瀧
澤
長
子
　
　
横
内
怜
子

　
古
幡
安
志
　
　
小
林
雅
子

　
竹
内
則
義
　
　
圡
手
内
　
茂

　
丸
山
　
修
　
　
大
木
秀
一

　
伊
澤
利
也

　�

◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長

�

　
　（
順
不
同
・
敬
称
略
）

町会長･町内公民館長･体育部長名簿◎地区会長
○副 会 長

令和４年度

2022年度 （順不同・敬称略）

　
公
民
館
事
業
の
企
画
立
案
・

運
営
を
し
て
い
た
だ
く
、
四
賀

公
民
館
委
員
の
皆
さ
ん
を
紹
介

し
ま
す
。

◆
館
報
編
集
委
員
会

◎
小
澤
幸
子
　
○
草
田
章
夫

　
松
村
京
子
　
　
溝
口
清
水

　
上
野
裕
壱
　
　
草
間
　
紳

◆
体
育
委
員
会

◎
市
川
明
仁
　
○
望
月
　
剛

　
上
田
剛
史
　
　
岩
渕
満
喜
子

　
青
木
美
枝
　
　
召
田
洋
一

　
圡
手
内
　
茂
　
　
宮
澤
義
広

　
藤
松
　
秀
　
　
山
田
一
永

　
早
崎
孝
志
　
　
瀧
澤
長
子

　
市
川
益
甫
　
　
柏
原
　
章

　
麻
生
仁
志
　
　
平
松
恵
二

　
小
口
正
盛
　
　
甕
　
正
佳

　
鳥
羽
敬
二
　
　
岩
下
　
守

四
賀
公
民
館
委
員

　
主
　
　
事
　
　
倉
科
愛
加

　
職
　
　
員
　
　
横
山
栄
子

　
　
　
　
　
　
　
川
久
保
友
美

　
　
　
　
　
　
　
川
崎
祐
子

　
結
婚
相
談
員
　
海
野
寿
子

　
生
活
支
援
員
　
市
川
洋
子

健
康
づ
く
り
課

北
部
保
健
セ
ン
タ
ー（
四
賀
担
当
）

　
保
健
師
　
　
　
渡
辺
純
唯

農
政
課 

生
産
振
興
担
当（
四
賀
担
当
）

　
係
　
　
長
　
　
佐
藤
和
彦

　
職
　
　
員
　
　
齊
藤
真
一

維
持
課 

管
理
担
当（
地
籍
調
査
）

　
職
　
　
員
　
　
柏
原
秀
昭

　
　
　
　
　
　
　
小
林
隆
彦
　

四
賀
地
区
福
祉
ひ
ろ
ば

　
職
　
　
員
　
　
中
澤
恵
利
子

　
職
　
　
員
　
　
瀧
澤
礼
子

 

四
賀
の
里
ク
リ
ニ
ッ
ク

　
院
　
　
長
　
　
家
田
正
寿

　
院
長
補
佐
　
　
望
月
太
郎

 

職

員

紹

介

　
事
務
長
　
　
　
本
木
　
昇

　
副
師
長
　
　
　
朝
倉
知
子

　
看
護
師
　
　
　
山
﨑
美
保

　
　
　
　
　
　
　
赤
羽
泰
子

　
　
　
　
　
　
　
倉
科
瑞
恵

　
臨
床
検
査
技
師
　
桐
山
貴
之

　
薬
剤
師
　
　
　
角
田
裕
幸

　
薬
剤
師
補
助
　
竹
内
ヨ
ミ
子

　
　
　
　
　
　
　
宮
下
一
枝

　
放
射
線
技
師
　
関
　
利
明

　
医
療
事
務
　
　
髙
橋
久
美
子

　
　
　
　
　
　
　
青
山
恭
子

　
事
務
　
　
　
　
髙
木
佳
代
子

四
賀
公
民
館

　
館
　
　
長
　
　
藤
松
正
之

　
公
民
館
主
事
　
小
宮
山
秀
樹

　
職
　
　
員
　
　
市
川
理
恵

布
織
り
草
履
作
り

布
織
り
草
履
作
り

ス
マ
ホ
体
験
講
座

ス
マ
ホ
体
験
講
座

　

使
わ
な
い
布
を
活
用
し
て
の
草

　

使
わ
な
い
布
を
活
用
し
て
の
草

履
作
り
講
座
が
、
４
月
５
日
、

履
作
り
講
座
が
、
４
月
５
日
、
1212

日
、
日
、
1919
日
、
日
、
2626
日
（
い
ず
れ
も
火
）

日
（
い
ず
れ
も
火
）

に
支
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。
２
回

に
支
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。
２
回

で
一
足
を
仕
上
げ
る
日
程
で
、
各

で
一
足
を
仕
上
げ
る
日
程
で
、
各

回
５
人
ほ
ど
が
参
加
し
て
、
編
み

回
５
人
ほ
ど
が
参
加
し
て
、
編
み

方
の
コ
ツ
を
講
師
の
長
岩
ひ
ろ
子

方
の
コ
ツ
を
講
師
の
長
岩
ひ
ろ
子

さ
ん
に
教
わ

さ
ん
に
教
わ

り
な
が
ら
、

り
な
が
ら
、

色
と
り
ど
り

色
と
り
ど
り

の
布
草
履
づ

の
布
草
履
づ

く
り
に
取
り

く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

組
み
ま
し
た
。

　

初
心
者
向
け
の
講
座
が
４
月

　

初
心
者
向
け
の
講
座
が
４
月
1111

日
（
月
）
と

日
（
月
）
と
1818
日
（
月
）
に
支
所

日
（
月
）
に
支
所

で
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
十
数
名

で
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
十
数
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
レ

が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
レ

ベ
ル
に
合
わ
せ
、
ス
マ
ホ
の
操
作

ベ
ル
に
合
わ
せ
、
ス
マ
ホ
の
操
作

に
慣
れ
た
市
の
職
員
が
個
別
に
指

に
慣
れ
た
市
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町会名 町 会 長 公民館長 体育部長
反 町 山田　利洲 丸山　春壽 本木　一治
刈谷原町 上條　員利 〇 大木　秀一 〇 山田　一永
七 嵐 青木　史典 坪田　啓子 本木　秀昭
赤怒田 三輪　　守 武者　義長 三輪　善男
殿野入 小林　　透 常田　茂博 齋藤　一樹
保福寺町 〇 山口　昭次 三輪　成人 太田　　学
小岩井 横内　計広 〇 伊澤　利也 両角　健一
両 瀬 久保田一夫 久保田一夫 中原　昌良
金 井 小宮山榮造 金井　一夫 降旗　信幸
原 山 倉科　拓雄 久保田孝実 菊池　宗男
横 川 柳澤　隆夫 柳澤　盛雄 野村　　柾
会 吉 〇 穗髙　憲一 山岸喜美男
矢 久 本林　政男 本林　政男 召田　宏志
召 田 西澤　増明 西澤　増明 召田　　亨
長 越 中村　　良 中村　　良
藤 池 原田　　弘 岩渕　道男 〇 早崎　孝志
穴 沢 長岩富士男 長岩富士男 長岩　政雄
取 出 有賀修一郎 児玉　睦弥 藤森　　賢
板 場 小口　正盛 ◎ 圡手内　茂 宮下　雄一
宮 本 ◎ 瀧澤総一郎 瀧澤総一郎 ◎ 宮澤　義広
本 町 岩渕　　茂 堀内　　勉 齋藤　　敦
新 町 丸山　則行 宮川　　昇 降籏　利幸
岩井堂 降簱　勇雄 降籏　勇雄 古賀陽一郎
西 宮 髙橋　誠一 滝沢　岩男 髙橋　利行
落 水 桐原　聖年 久保　康則 〇 藤松　　秀
井 刈 〇 降簱　博道 小林　康男 内川　征則
執田光 丸山　　修 〇 丸山　　修 和田　孝志
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